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２０２３．１２．２３． 

「新聞」の時空と正チャン 

宮本大人（明治大学） 

１．東京・大阪朝日新聞社とアサヒグラフ、東京朝日新聞 

１．１．「中立」新聞の意味 

「不偏不党」を標榜する「中立新聞」としての東京・大阪朝日新聞←政府の極秘資金援助を受けて「育

成」されたことが有山輝雄によって明らかにされている（有山 2008） 

 

 こうして、一八八〇年代前半、政府の言論対策上中立的新聞の育成が重要な問題となってきた。

政府側からすれば、反政府的・親政府的言論の全面衝突状況、即ち「多事争論」的状況こそ憂慮すべ

き事態であった。論争の秩序化、言論の制度化をはかるためには、「不偏不党」「中立」などと自称す

る新聞の興隆は、政府にとって極めて望ましいことであったのである。 

 こうしたなかで秘密援助による育成の対象として浮上してきたのが、「普通ノ新聞紙」である大阪

の朝日新聞社である。（有山 2008、p.69） 

 

 三井銀行を介した秘密裏の資金援助によって大阪で社業を拡大した朝日新聞社は、1888年には東

京の『めざまし新聞』を買収し、『東京朝日新聞』を創刊。→「朝日新聞社は、東京と大阪という二

大都市で新聞を発行する当時最大の新聞社となったのである」（有山 2008、p.90） 

 

１．２．大正期における朝日・毎日両新聞社による寡占体制の成立 

1919年、朝日新聞社が株式会社化 

一方、（大阪）毎日新聞社は、1911年に東京日日新聞社を買収し（『東京日日新聞』はその後も紙名を

変えず刊行）、1918年に株式会社化 

⇒資本主義企業として拡大、「企業としての新聞社の営利追求」が「明確な経営意思のもとで大規模に

追求される」ように（有山 2023） 

東京の「五大新聞」と言われた『報知新聞』『時事新報』『国民新聞』『東京朝日新聞』『東京日日新聞』

のうち、大阪に本社のあった東京朝日、東京日日は、関東大震災を勝機とみなして、連携して東京で

の勢力拡大を図り、大正末には東京でも両紙の寡占体制が成立 

 

 今回の災厄なくとも東京増頁夕刊と共に各社の資本競争となり、国民或は落伍し萬朝、読売、や

まと等又竟に起ち得ざることを予想せるが、今回の震災は此の競争を一層痛切にし茲に東都の新聞

は相当に淘汰せらるるものと考へらる（東京朝日新聞社専務・下村宏から大阪本社・村山龍平社長

への報告。有山 2023、p.17） 

 

『アサヒグラフ』創刊も、震災前から始まっていた「各社の資本競争」の一環 

⇒大正期における大衆文化成立の基盤となったマスメディア（新聞、映画、ラジオなど）の発展の主

要な部分を占める新聞の大衆化は東京、大阪における２紙寡占体制の成立という状況を伴っていた 

「正チャンの冒険」のヒット＝大衆的人気の獲得も、このような背景の中で理解される必要 

e.g）鶴見俊輔（鶴見 1963）の注目した「正チャンとリス」大会（1925年 1月 6日、7日） 

「シンブン」（1923年 4月 22日～5月 4日） 

異なる存在を同じ新聞読者としてつなぐ新聞の機能の自覚と宣伝 

 

１．３．「人」の新聞、アサヒグラフ 

『アサヒグラフ』創刊号に掲げられた「グラフの本領」 

 

 アサヒグラフは「人」の新聞である。「事」よりも「物」よりも更にその奥に潜む「人」に重き

を措く。表に顕れたよそよそしい事物に対する報道も新聞紙の任務の一つではあるが、時代は今少

しひたひたと人に触れた任務を新聞紙に求めてゐる。 

 

 …読者がグラフを手にする時、己に交渉のない他人の、兎した角したといふ事を聞かさるる心も



ちはせずして、さながらに自分自身の生活と心理が描き出されて、親子兄弟打ちくつろいで語り合

つてゐるやうな心地をさせたい。 

 

 グラフが写真の新聞であり、家庭の新聞であり、東京を中心とする新聞紙である事はそれぞれの

見方である。グラフの哲学は「人」を本位とする所にある。 

（『アサヒグラフ』1923年 1月 25日号、p.7） 

 

 報じられるべきは「人」であり、その「人」は読者である一般大衆一人一人が「自分自身の生活と

心理」をそこに見出すことのできるような存在であるという考え方の表明←政治家や企業家、著名人

ではない、読者である一般大衆＝普通の「人」の「生活と心理」が新聞によって報じられるニュース

バリューを持ちうる時代の到来を意味 

⇒そのような普通の「人」の一人としての正チャン 

大正期には大正の正の字を名前に使った子供が多数いたこと→「家庭の新聞」である『アサヒグラフ』

読者としての子供が自分を重ね合わせることのできる存在として正チャンを位置づける意図 

e.g.）「美談 本所の正チャン」（1923年 5月 17日～5月 22日） 

 

２．新聞紙面の中で見る 

従来の「正チャン」論：多くが単行本版のみをもとにしていた→竹内オサムの研究以後、新聞掲載の

初出に当たるように←新聞掲載時に添えられた「メモ」欄から見る読者の受け止め方の検討（竹内 1995、

大塚 2013）、単行本収録／未収録の確認（竹内 2007） 

ほかにも、新聞紙面で見ることで、単行本では見えなくなっていることが多々見えてくるはず 

単行本未収録作に何か共通の傾向はあるか 

同じ紙面の記事 

時事との関わり 

読者参加企画（メモ欄、原作募集、正チャンとリス大会） 

広告、商品化、アニメ化、舞台化 

 

２．１．震災直後の２つのエピソードと「メモ」 

「ジシンノヌシ」（1923年 10月 20日～11月 2日）、「アタラシイミヤコ」（1923年 11月 3日～11月

16日） 

 

２．２．欧州飛行と正子ちゃん 

「ゲンカイナダ」（1925年 2月 1日～2月 11日）、「セカイヒコウ」（1925年 2月 22日～3月 10日） 

 

２．３．新聞が報じる現実世界と地続きであることの強調 

ファンタジー、SFといった「世界観」にだけに注目すると見えなくなる構造 

日常から非日常へシームレスに移動したり、日常に非日常が入り込んでくる 

その媒介者＝メディウム＝霊媒師としての正チャン 

異質な世界の媒介、異質な世界間の移動→キャラ（クター） 

 

３．今後の課題 

３．１．正チャンのボディ・ランゲージ 

驚いた時だけ五本指になるミトン状の手 

前屈み、猫背、ポケットに手←リスの姿勢との類似、何かを探ろうとする探偵の姿勢、何に対しても

前のめりの冒険心 

 

３．２．宮尾しげをか正チャンかという論点 

宮尾の方が新しかったという見方も 

宮尾→冒険ダン吉→絵物語→少女マンガという線も引ける 

 



【文献】 

有山輝雄 2008『「中立」新聞の形成』世界思想社 

有山輝雄 2023『近代日本メディア史Ⅱ』吉川弘文館 

大塚英志 2013『ミッキーの書式』角川学芸出版 

竹内オサム 1995『子供マンガの巨人たち－楽天から手塚まで－』三一書房 

竹内オサム 2007「『正チャンの冒険』の変容過程－初出作品の検討と単行本化の問題－」『マンガ研究』
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鶴見俊輔 1963「大正期の文化」『岩波講座 日本歴史 第 19巻 現代 第 2』岩波書店 



「親爺教育」の成り立ち 

三浦知志（尚絅大学） 

 

■ジョージ・マクマナス（George McManus, 1884-1954） 

 セントルイス生まれ。アイルランド移民の父ジョージ（Sr.）はセントルイスの劇場「グランド・オペ

ラ・ハウス」勤務。 

 

マクマナスの逸話①：13 歳のマクマナスが授業中にいたずら書きをしているのを見つけた教師が、そ

のことを腹立たしげにマクマナスの父に伝えたものの、そのいたずら書きを見た父は、息子を叱るかわ

りに地元の新聞『セントルイス・リパブリック』の美術部門に連れて行った。マクマナスはここで 15

歳まで見習いとして働き、その後は事件や事故の報道のための絵を描く仕事をした。 

 

マクマナスの逸話②：20 世紀初頭、セントルイスのマクマナスは街角の靴磨きの助言に従ってオッズ

30 倍の競走馬に 100 ドルを賭け、それに勝利すると今度はその 3000 ドルを元手にニューヨークに向

かい、ほどなくしてジョゼフ・ピュリッツァーの『ニューヨーク・ワールド』に雇われる。ピュリッツ

ァーは『セントルイス・ポスト・ディスパッチ』の経営の成功によってニューヨーク進出の足掛かりを

築いた人物であるが、マクマナスがかつて『セントルイス・リパブリック』に描いた絵が、この『セン

トルイス・ポスト・ディスパッチ』に転載されたことがあり、このことがマクマナスの『ニューヨーク・

ワールド』就職に有利に働いたとされる。 

 

※マクマナス主要作品一覧 

題名 日曜版 平日版 掲載紙・配信会社 

Ready Money Ladies Jan 3-Mar 6 1904  New York World 

Panhandle Pete Feb 28 1904-Oct 13 1907 Apr 4 1908-Mar 18 1909 New York World 

The Newlyweds Apr 10 1904-Jan 14 1906  New York World 

The Newlyweds 

and Their Baby 

May 19 1907-Aug 18 1912 Nov 26 1906-Jun 8 1909 New York World 

Cheerful Charley Jan 15-May 28 1905  New York World 

Snoozer Jan 28-May 6 1906  New York World 

Nibsy the Newsboy in 

Funny Fairyland 

May 20-Jul 22 1906  New York World 

Let George Do It  May 13 1909-Oct 10 1911 New York World 

Spareribs and Gravy Jan 28 1912-July 14 1912  New York World 

Their Only Child Sep 1 1912-Feb 6 1916  American Journal Examiner 

> Star Company 

Bringing Up Father Apr 14 1918-Dec 19 1954 Jan 2 1913-Dec 19 1954 Star Company 

> Internatinal Feature Service 

> King Features Syndicate 



1912 年、マクマナスはウィリアム・ハーストの『ニューヨーク・アメリカン』（およびシンジケート「ス

ター・カンパニー」）に移籍。 

 

■「親爺教育」（Bringing Up Father） 

 1913 年に連載開始。スター・カンパニーから全米各地の新聞に掲載。社交界のたしなみを持ち合わせ

ていないジグスが、無礼な言動によって妻マギーを呆れさせたり怒らせたりする。 

 

 

【図 1】1913/1/2 New York American? 魚の目が痛くて靴が履けないジグス。 

 

 

【図 2】1913/2/13 Omaha Daily Bee. 調度品で背中をかくジグス。 

 

 

【図 3】1914/10/29 The Times Dispatch. 家を抜け出してディンティの酒場に向かうジグス。 

 



連載の最初期においては、ジグスの無知を周囲の人間が（読者も？）哀れに思っているように見える

が、その後すぐに、ジグスが社交界に染まろうとしない反抗的な主体であることがはっきりしてくる。ジ

グスはつねに、気のおけない旧友たちと酒を飲んだりカードゲームをしたり、あるいは若い女性たちと

デートしたりしたいと思っており、「親爺教育」の各エピソードは、ジグスがいかにマギーの目をかいく

ぐるかをめぐって展開する。 

 

 

【図 4】1915/12/8 Richmond Times Dispatch. 言い訳する間もなくひどい目にあうジグス。 

 

 

【図 5】1917/10/3 Richmond Times Dispatch. 妻が怖くて帰れないジグスたち。 

 

 

【図 6】1919/7/1 The Chattanooga News. 麵棒工場を買収して閉鎖するジグス。 

 

 また、マギーは労働者階級時代のことをきれいさっぱり忘れたいと思っているが、ジグスを「教育」す

るだけでは自分たちの出自をなかなか忘れることができない。 

 



 

【図 7】1914/11/22 Richmond Times Dispatch. 執事の求人を出したらジグスの旧友ばかり。 

 

 

【図 8】1916/4/24 Harrisburg Telegraph. 上流のご婦人宅で旧友に遭遇するマギー。 

 

 

【図 9】1916/4/3 Richmond Times Dispatch. 労働者階級時代の夢を見ていたジグス。 

 

 ジグスが酒や旧友や美女を求める反抗的な人物であるとわかってから少しして、マギーの人となりも

少しずつわかってくる。マギーは買い物が好きでジグスに荷物持ちをさせたり、着飾るのが好きで外出

の準備のためにジグスを何時間も待たせる。マギーは上流階級のたしなみとして歌や楽器の練習に夢中

であるが、才能はあまりない。そしてマギーはやきもち焼きで、ジグスが若い女性と一緒にいるのが我慢

ならない。 

 

 



 

【図 10】1913/9/2 The Wheeling Intelligencer. 美人メイドを解雇するマギー。 

 

 

【図 11】1919/6/17 Richmond Times Dispatch. 結婚記念日で失言するジグス。 

 

 

【図 12】1915/11/19 Harrisburg Telegraph. マギーの音楽講師を待ち構えるジグス。 

 

 マクマナスは後年、「親爺教育」誕生のきっかけについて回想している。 

 

 実際のところ、ジグスもマギーも娘のノラも、みなセントルイスで生まれたんですよ、当時はわかっ

てませんでしたけれどね。私の父はセントルイスのグランド・オペラ・ハウスを何年も経営していまし

たが、1895 年に「ライジング・ジェネレーション」という芝居が街にやってきたんです。それはビリ

ー・バリーという名の小さな喜劇役者が主役でした。 

 芝居の呼び物のひとつに、ステージでポーカーをやるというのがありました。役者たちはみなポーカ

ーが好きで、本気のゲーム、本気の賭け事になってました。毎晩 20 分あって、ゲーム中にアドリブが

交わされるんです。バリーは負けるとよく怒り狂ってましたよ、そういうふりをしていたのでは全然な



くてね、そして彼の言葉は控えめに言っても多彩なものでした。（中略）芝居の中では、ポーカーの参

加者たちはみな、この小さなアイルランド人の昔からの仲間なんです。バリーが金持ちになって五番街

に引っ越す前からの知り合いです。でも社交上の野心を持つ妻と娘はバリーの奔放な天然ぶりが恥ず

かしかったし、彼の旧友たちのことが耐えられなかった。だから、バリーはこっそりポーカーをしに行

かなければなりませんでした。ポーカーは、このアイルランド人がかつて暮らしていた地区の、別の旧

友が経営する酒場の奥の部屋で行われているんです。 

 この芝居の記憶は、その後もずっと私の中に残っていました。 

（中略）「親爺教育」はもちろん、その 17 年前にセントルイスで見た、ビリー・バリーとその芝居の

記憶に基づいています。 

（George McManus, “Jiggs and I,” p.67.） 

 

 

■「親爺教育」に対する当時の反応 

 1914 年、「親爺教育」の舞台化。「昨日のミュージカル・コメディ「親爺教育」は大勢の観客を楽しま

せた。すばらしいスタイルと笑いの渦。作者が描くように、社交界で親爺を教育するとなると面白いこと

がいくつもある。全三幕の間中、笑える台詞や愉快な仕草ばかり」（1914/9/5 Perth Amboy Evening News） 

「だれよりもアイルランドの人たちがこの「親爺」を心から笑っている、というのもこのキャラクターは

決してアイルランド人に恥をかかせない…ガス・ヒルの演出は入念にできており、壮麗な舞台背景と理

想的な豪華出演陣が見られる」（1914/9/17 Evening Journal） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1914/9/5 Perth Amboy Evening News   1914/9/17 Evening Journal 

 

1916/12/15 The Hattiesburg News 

 



 

「私は 7 歳の女の子です。ずっと西部で暮らしていて、4 月末に 

アイオワに引っ越してきたばかりです。 

 いとこがデイリー・クーリアをとっていて、私は「親爺教育」を 

読んだりパズルを解いたりして楽しんでいます。 

 私はクーリア・ジュニア・ページの一員になりたいです。 

マイラ・アンナ・コリンズ、7 歳、ファーミントン、アイオワ」 

（1916/6/3 Ottumwa Tri-Weekly Courier） 

 

 

■『日刊アサヒグラフ』掲載 

 1923 年 4 月 1 日『日刊アサヒグラフ』（東京市内版）にて、日本語版「親爺教育」連載開始。 

 

 

【図 13】1918/3/14 The Wheeling Intelligencer. 仕立て屋と言われて信じてしまうジグス。 

 

1923/4/2 日刊アサヒグラフ全国版。 

 

 

1923 年 4 月に始まった日本語版「親爺教育」の

各話は、アメリカでは 1918 年頃の新聞に掲載さ

れていたもの。 

 

また、管見のかぎりでは、『日刊アサヒグラフ』

の「親爺教育」の各話はどれもアメリカの単行本

に掲載されたものである。新聞の「親爺教育」が

1×4 コマのレイアウトなのに対し、単行本「親

爺教育」は 2×2 コマで、『日刊アサヒグラフ』

と同じ。 

 

 



アメリカの新聞掲載 アメリカの単行本掲載 日刊アサヒグラフ掲載 

1918/3/14 The Wheeling Intelligencer Vol.2(1919), No.23 1923/4/2 全国版 

1918/1/15 Albuquerque Morning Journal Vol.3(1919), No.10 1923/4/3 全国版 

1918/2/15 Richmond Times Dispatch Vol.3(1919), No.8 1923/4/4 全国版 

1918/7/24 Arizona Republican Vol.3(1919), No.4 1923/4/6 全国版 

1918/7/31 Arizona Republican Vol.3(1919), No.18 1923/4/7 全国版 

1918/2/14 Albuquerque Morning Journal Vol.3(1919), No.6 1923/4/8 全国版 

1918/3/25 Evening Times Republican Vol.2(1919), No.4 1923/4/9 全国版 

 

 

■1910 年代の「親爺教育」 

 1913 年の連載開始当初のジグスは、後頭部に禿があり、顎髭を生やし、パイプをくわえた、19 世紀ユ

ーモア雑誌のアイルランド人男性の名残をとどめたもの。20 世紀転換期のアイルランド系アメリカ人を

指す「レースカーテン・アイリッシュ」（経済的に余裕があり、「上流を気取るのに熱心」という含意があ

る）と「シャンティ・アイリッシュ」（経済的に貧しく、「粗暴で大酒飲み」という含意があるという言葉

も、マギーとジグスを想起させる。 

 一方で、連載が進むにつれジグスの風貌が変化し、かつてのアイルランド人男性の記号が急速に失わ

れていく。マギーは 1915 年頃からジグスに麵棒を投げつけるようになり、単なる「レースカーテン・ア

イリッシュ」の一例というより、スラップスティックのプレイヤーとしての魅力を獲得する。『日刊アサ

ヒグラフ』に掲載された「親爺教育」は 1918 年以後のもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(George McManus’s Bringing Up Father, p.11.) 

 

 

 

1882/2/15 Puck. 

 

『日刊アサヒグラフ』でもジグスはアイルランド出身であると紹介されており、また岡本一平は渡米中

に見た「親爺教育」について、「「ブリンギングアップ・ファーザー」は「良人の教育」とも訳すべきかお

やじは成上りの小金持ち愛蘭人である。米国で愛蘭人と言えば山出しの小理窟をこねる放埒もの。おや



じの性格や推して知るべしである、妻君は成上り根性の虚栄坊しかも焼餅やきと来ている」と述べてい

る（岡本一平『紙上世界漫画漫遊』p.99）。日本でもジグスをアイルランド人のステレオタイプから捉え

る視点はあったと思われる。しかし、『日刊アサヒグラフ』の読者投稿欄には「マクマナス氏の漫画滑稽

洒脱、敬服敬服。失礼ながら日本漫画家の何人も企及し得ない妙味があります。洋の東西を問わず親爺の

ヤル事は大概一致していますネ。毎朝臍の皮を捻らして居ります」（全国版、1923/4/12）ともあり、特

定の民族の物語ではないという受け止め方もされている。 

 

 

 

1924/3/26 

 週刊アサヒグラフ。 
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ノンキナトウサンと漫画技法の試行

ノンキナトウサン概要
大正12(1923)年4月29日、『報知新聞』の毎日曜の漫画欄「日曜漫画」にて「呑気な父さん」として連載開始。
作者の麻生豊は同年 1月に『報知新聞』に入社した新人漫画家、当時 26 歳。
「正チャンの冒険」は同年 1月 25 日から、「親爺教育」は 4月 1日から『日刊アサヒグラフ』で連載が始まっ
ており、3作品の中では最後発の作品。関東大震災が起こる直前まで週 1回の連載が計 1６回続けられる。
震災後、しばらく休載するが 10 月 28 日より「日曜漫画」から改題した「報知漫画」欄にて連載再開。
これにより 11 月 29 日より日刊連載に変わる。この日刊連載化で想定されていたのが朝日新聞に移籍し
た『親爺教育』であったようだ。

  
 

この日刊連載が人気となり『報知新聞』の部数を 40 万部から 70 万部に増加させたともされる。
翌、大正13(1924)年の4月に連載100話分をまとめた単行本が発売。3作品の中では単行本化が最も早く、
その後も年 3冊のペースで計 6巻の単行本が発売されている。下記は各作品の単行本発行日。

しかし、日刊連載の無理がたたってノイローゼになり、大正 15(1926) 年 10 月に『報知新聞』での連載
が終了。単行本の印税で海外旅行に行く。

ノンキナトウサンの形式的な変化
▶コマ運びとフキダシの変遷
連載当初は上から下に読ませてから右から左へと進むコマ運び【図 1】だったのが、8 話目から上段を左
から右に読ませて下段を読ませる形に変わる【図 2】、これは 6 話目でフキダシ内の文字を縦書きから横
書きに変えたためと思われるが【図 3】、この変更は麻生だけの思い付きではなく、掲載されている漫画
欄を見ると、漫画欄全体を横書きに変えようという試みが行われている。
上段を左から右に読ませて下段を読ませる形は定着し、報知版のノントウでは 4 コマ化後も定型として
描かれる【図 4】、しかし、昭和 5(1930) 年の読売版では右から左に読ませる形に変更されている。
ノントウは後発のため、こうした形式の変更は「正チャン」【図 5】や「親爺教育」【図 6】を見た上で変
更を加えているのではないかと考えられる。
フキダシ内の文字の読み方向の摸索は初期の「親爺教育」にも見られ【図 6,7】、ノントウが横書きが取
り入れるのは、「親爺教育」の横書きが定着してからとなる。

新美琢真 (京都国際マンガミュージアム学芸室員 )

高田編集長が罹災民達を嬉ばせる様な漫画を連載しないかと云われるので其以前から日曜漫画に
描いて居たノンキナトウサンを毎日連載して出す事にした。
(中略 ) 当時、一部の人からは可成無鉄砲だとか、続かないで恥をかくぞとか心配やら弥次やら
で時折は幾度か止め様とさえ思った。アサヒのジグスと云う人気者が俺を叩きのめしたり勇気づ
けて呉れたりした。(麻生豊「自叙伝」『ユウモア (創刊号 )』(����))

・『ノンキナトウサン　一ノ巻』���� 年 � 月 �日発行
・『お伽噺正チャンの冒険　壹の巻』���� 年 � 月 �日発行
・『親爺教育　ジグスとマギー　第一輯』���� 年 �� 月 �� 日発行
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ノンキナトウサンの漫画表現的な試行
形式的な模倣だけでなく、表現においても様々な模倣が見られるが、麻生はそれらを自分なりに噛み砕
いて取り入れており、( 検証するのは難しいが ) 自ら新たな効果も考え出していたと考えられる。当時の
漫画界の状況にあって、こうした表現的な試行は、漫画漫文との差別化や、漫文的なものが無い分の説
明を補う役割をも持たされていたのではないかとも思われる。
▶説明の省略
【図 10】のような内容の場合、戦前期の作品では最後に夢から覚める描写をいれたり、説明的なオチを
つける事が多い。麻生は比較的早い段階から、読者の読解力やリテラシーに頼った表現を行っている。
これには『親爺教育』の影響【図 11】や、新聞社の方針や編集者の裁量に寄るところが大きい。
▶発話者と発話内容による表現の変更
歌う、酔っぱらう、子どもの声など、シーンや場面に合わせてフキダシ内の文字と形状を変化させビジュ
アル的・直感的に分かる表現で説明を補っている【図 12,13】。オノマトペのみでコマを構成する表現も
描かれている【図 14】
▶漫符の多用
汗、星、？などの記号を多用し、さらに幾つかを組み合わせることで大げさに状況を説明【図 15】。記
号の多用は海外のアニメーションの影響も考えられる。原作となる漫画より先にアニメが入って来てい
た可能性も高い。
▶メタ的な言及
毛が三本しかない、毎日同じ服を着ている【図 16】といったメタ的な言及もある。キャラクターの表象
を実在性を持って捉えている。

ノントウの様な漫画の描き方は、美術学校系の岡本一平らの漫画表現とは異なるもの。この形式は子供
にとってとっつき易いため子供漫画に数多く取り入れられて行く。

▶セリフに関する工夫
「親爺教育」では連載を経るごとに、フキダシ内の文字数を減らしており、ノントウでもこれを真似てセ
リフを簡潔にしていっている。また、歴史的仮名遣いを使用していないのも注目すべき点である。

　

セリフの簡潔化は現在でも漫画の基本テクニックの一つであるが、こうした読みやすくる工夫が人気を
下支えしていたと考えられる。同時期の作品【図 8,9】と比べるとその読みやすさがよくわかる。

私のカナ使が無茶で子供に惡影響を及ぼすから、正しいカナ使になほして呉れ、と読者からの
注意が度々ある。しかしこれはよく考へなければならない事だ。私の使つてゐるカナ使ひが用
を弁じないならば仕方がないが、私は今までにかつてその不自由をみない、ケフが今日でキョ
ウが今日に通用しないか。
間違い易い事と記憶に難い事において従来のカナ使はどれ程学童を苦めた事であらう、私はこ
のいはゆる無茶な試みを敢て決行するのは従来のとらはれたカナ使ひを葬らんが為めに故意に
ケフをキヨウとしシヤウをシヨウにする、叉左からの横書も無茶が無茶でなくなる日を一日も
速に来らしめん為め敢て無茶を決行する。
　　　　　　　麻生豊「三ノ巻　序」『ノンキナトウサン　三ノ巻』(報知新聞社出版部、����)
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【図 1】　「呑気な父さん ( 連載初回 )」( 報知新聞　1923/4/29)

【図 2】　「のんきな父さん ( 第 8 回 )」( 報知新聞　1923/6/17)

【図 3】　「のんきな父さん ( 第 6 回 )」
( 報知新聞　1923/6/3)

【図 4】　「のんきな父さん (4 コマ連載初回 )」
( 報知新聞　1923/11/29)
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【図 6】　「親爺教育 ( 連載初回 )」( 日刊アサヒグラフ　1923/4/1)

【図 5】　「無題 ( 正チャンの冒険　連載初回 )」( 日刊アサヒグラフ　1923/1/25)

【図 7】　「親爺教育」( 日刊アサヒグラフ
上 :1923/4/5、下 :1923/5/20)

【図 8】　「女学校出の文ちゃん」( 讀賣新聞　1924/8/4)

【図 9】　「ハッピーフーリガン」( 時事漫画　1925/7/13)
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【図 10】　「のんきなとおさん ( 第 15 回 )」( 報知新聞　1923/8/5)

【図 11】　「親爺教育」( 日刊アサヒグラフ　1923/4/29) 【図 12】　「ノンキナトウサン」
( 報知新聞　左：1924/1/16 右：1924/2/19)

【図 13】　「ノンキナトウサン」
( 報知新聞　左：1924/2/17 右：1924/3/1)

【図 14】　「ノンキナトウサン」
( 報知新聞 上：1924/3/25 下：1924/2/24)

【図 15】　「ノンキナトウサン」( 報知新聞
　           上：1923/12/17 下：1924/2/24)

【図 16】　「ノンキナトウサン」( 報知新聞
　           上：1924/2/12 下：1924/6/2)
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